
愛知県看護協会 看多機設置推進及び相談支援体制構築について 

 

１．R4 年度看多機設置推進及び相談支援体制構築に関する事業報告 

 １）R4年度看多機設置推進及び相談支援体制構築に関する実施事業 

（１）市町村への看多機事業所の指定状況等に関する調査 

  令和 4年 8月に 54市町村に調査依頼し回答 40 件 

（２）訪問看護ステーション管理者への看多機開設に関する調査 

  令和 4年７月に 948 事業所管理者に調査依頼し回答 272 件 

（３）看多機設置推進委員会 

  令和 4年 10 月、令和 5年 2月の 2回 

（４）シンポジウムの開催 

  令和 4年 12 月 10日（土）  126 名の参加 

（５）交流会の開催 

  2022 年 11 月 23 日（水・祝） 23 名の参加 

（６）看多機周知事業 

    ・愛知県看護協会ホームページに看多機について掲載  

・「愛知県看護協会たより Vol 150,151 号」に看多機推進事業を掲載 

・愛知県訪問看護ステーション協議会会報誌「りあん Vol18、19号」に看多

機推進事業について掲載 

・CBC ラジオ）『愛知県看護協会 presents 看護の力』にて「知っています

か？看護小規模多機能！」を 12 月に発信 

・看多機に関する調査結果をホームページに掲載 

（７）看多機における相談支援 

     4 件（開設相談、行政職員より看多機制度についての相談） 

 

２）R4 年度看多機設置推進及び相談支援体制構築に関する事業のまとめ 

（１）訪問看護ステーションと県下市町村（行政）に向けて現状調査 

（２）看多機の周知、普及とネットワーク化推進のため、交流会やシンポジウム   

の開催、センター内に看多機設置推進委員会を設置 

 

訪問看護ステーションの現状調査の結果からは、「看多機の設置を検討している」

事業所は 7.4％であり、「開設を検討しない」事業所 73.9％の理由は、「スタッフ確

保」や「経営面」が半数以上になっている。また市町村の調査では「第 8介護保険

事業計画における看多機の整備計画」については「計画あり」が 13％（7 市町村）

で、「整備を予定しない」理由は、「地域のニーズがない」が 43％（15市町村）であ

った。 
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シンポジウムは、看多機の周知や普及を図るために看護協会会員施設に限らず多職

種や非会員施設にも広く広報し開催し 120 名以上の参加を得たが、看多機の役割や

機能、制度等について初めて知ったという意見が多かった。看多機間の交流会では

認知度の低さや、制度・報酬、運営の難しさについての課題が挙がった。 

 

R4 年度の事業実施結果から以下の課題が明らかになり、次年度も継続的に取り

組むこととなった。 

 

   課題１．看多機の役割、制度を知らない人が多い（病院退院支援担当者を含め） 

   課題２．市町村の約 6割で第 8期事業計画に看多機整備計画の掲載がなく市町村

により対応が様々である 

   課題 3．看多機を設置しない理由は夜勤体制を含む人材確保困難が多い 

   課題４．組織運営や設備面、利用者確保などで経営上困難な面がある 

 

    

 

 

 

 

 

 



参加者の所属は、看多
機12名、訪問看護ス
テーション7名、行政5
名、その他として特養2
名だった。

職種は、看護師13名、
介護、リハビリ、ケア
マネがそれぞれ2名、行
政職4名、その他として
施設⾧などの参加が
あった。

看多機に関しての制
度・報酬の理解につい
ては、5名が十分理解で
き、21名が理解できた
と回答した。

看多機に関する管理・
運営の理解について
は、４名が十分理解で
き、21名が理解でき、
どちらでもないと回答
した者は1名だった。

グループワーク及び情
報交換が、今後の看多
機の事業展開への活用
できるかについては、
10名が活かせる、16名
がまあまあ活かせると
回答した。

看多機のネットワーク
づくりについては、2名
が十分できた、19名が
できた、どちらでもな
いが3名、1名ずつがや
や不十分・不十分と回
答した。

令和５年度看多機従事者・行政交流会アンケート結果およびまとめ

１．開催要項
１)　目　　 的　(１）看多機開設を検討している者に行政から情報を提供し開設を支援する
　　　　　　　 （２）看多機に関する制度・報酬について理解を深める
                      (３）看多機管理者間のネットワークを広げると共に、看多機で実践されるケアの質向上に繋げる
２)　主　　催　  公益社団法人　愛知県看護協会
３)　企画担当　　愛知県看護協会　訪問看護総合支援センター
４)　開催日時　　令和 5年  7 月 15日（土）14:00～ 16:30
５)　開催方法　　対面　　愛知県看護協会
６)　開催内容　　(1)講演　①「県下の看多機の状況と開設概要と提案」
　　　　　　　　　　　 ②「看多機に関する制度・報酬等について」
　　　　　　　　　　 　③「看多機の管理と運営」
　　　　　　　 　(2)グループワーク及び情報交換 テーマ「看多機の現状と今後の課題」

2.アンケート結果
    参加者28名　アンケート回収26　回収率93％　　　N:26
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看多機の交流会の継続
については、25名が継
続を希望し、1名が希望
しないと回答した。

看多機開設を検討して
いる12名のうち、今回
の交流会が看多機開設
に8名が活かせる、3名
がまあまあ活かせる、1
名がどちらでもないと
回答した。

・訪問看護からの看多機は理想の形ではあるが複合施設では難しいと思う。（看多機・看護師）

９．今回の看多機交流会で印象に残った事やその他ご意見、訪問看護支援センターへの要望などの自由記載

・意見交換ができてとても有意義な時間となった。看多機とは何か、しっかりと自分なりに落とし込み、広めていきたいと
　思った。看多機の管理者研修があると良い。（看多機・看護師）

・是非、通所サービスで医療提供ができる仕組みにしてほしい。（看多機・看護師）

・看多機が必ずしも最後ではなく居宅へ戻る1つの手段にもなると改めて思いました。（看多機・ケアマネ介護）

・通い中でも点滴指示が出ても医師は算定できない。通所が終わったら点滴をしていると、質問であったがこの件について明確な答
えが欲しい（（看多機・看護師 ）
・法人のトップは経営ばかり意識がいって、現場の人員配置、利用者の受け入れ体制など内面に関与していないところが多いと感じ
た。（看多機・ケアマネ）

・様々な看多機の中で、目標的なものも違い看多機の役割があることを理解できた。あくまで施設サービスの支えとして看多機とい
うことを聞けて良かった。特に利用者やケアマネに話しやすく今後に活かしていきたい。（看多機・介護福祉士）

３．まとめ
・看多機事業所の参加は11事業所だった。昨年同様約1/３にとどまり、今後もネットワーク化の推進が必要と考える。
・参加者の内訳から、訪看の職員も多く、看多機開設への関心も窺がわれた。
・行政の方から、看多機の制度・報酬等について講義を頂いた結果、全員が理解できたと回答があり、交流会の効果が得られと考え
る。
・管理・運営についても現場の管理者の講義によって、9割以上の方が理解できたと回答があり交流会の効果が得られた考える。
・グループワークが今後の事業展開に活かせると全員が回答したが、ネットワークづくりにおいてはできた以外が５名おり、自由記
載でもあったようにグループワーク時間の不足が考えられた。
・開設を検討している12名の殆どが、交流会への参加が今後の開設に活かせると回答していることから、看多機設置推進に効果が
あったと考える。
・交流会の継続については9割以上が継続を希望していたため、今後の交流会の開催も検討していく。
・参加事業所が3割ということから、看多機の現状把握が不十分であると考える、今後県下の看多機の状況調査が必要と考える。

・グループワークの時間を⾧く（講義のボリュームはちょうど良かった。）とれると良かった。全体の時間をもう少し延⾧して欲し
いです。（看多機・看護師）
・この交流会は日々業務に悩んでいる看多機スタッフが、安心して話し合いや話ができる場だと思います。
（看多機・看護師）

・第9期計画に向けてできること、少しわかったのでとても良かった。（訪看・看護師）

・利用者に対しては必要なものだと思いますが、色々と課題もあり、不安は大きく感じます。自分ができることを一つ一つやってい
くことだと思う。もう少し看護師の優遇も良くなるといいと考えます。（訪看・看護師）

・看多機を始めるにあたり、課題となることが疑問点とすり合わせることができて良い機会であった。（訪看・リハ）

・実際看多機をやっている方の話や行政のかたの話を実際に聞けて勉強になりました。地域へ看多機の役割をアピールし開設に繋げ
られたらと思います。（訪看・看護師）

・まだまだ問題と多くの課題があります。（訪看・看護師）

・現場の方のご意見を伺い、大変参考になりました。課題の解決に向けて、地道に断続的に活動していきたいと思いました。本日は
貴重な会をありがとうございました。（行政・看護師）
・プラチナナースの活用。職員定着の難しさ。看多機管理者研修が欲しい。サービスのあり方は、アセスメントのやり方では、アセ
スメントの重要性を認識してもらう必要があると思う。（行政）

はい いいえ
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令和5年度 看多機シンポジウムアンケート結果
１ 開催目的 看護小規模多機能型居宅介護（看多機）の理解促進と周知・普及を図る
２ 主 催 公益社団法人 愛知県看護協会
３ 企画担当 愛知県看護協会 訪問看護総合支援センター
４ 開催日時 令和 5 年 10 月 14日（土） 14:00 ～ 16:00
５ 開催方法 対面及びオンライン（Zoom）によるハイブリッド形式
６ 開催場所 愛知県看護協会 名古屋市昭和区円上町26番18号
７ テ ー マ 「 住み慣れた地域での暮らしを支える看多機!」
８ 実施内容 看多機管理者、ケアマネ、病院退院調整職員による看多機の概要と具体的な活用事例の紹介



今回印象に残ったこと、また訪問看護総合支援センターへのご意見・ご希望など自由にご記載ください。

【看多機への知識・学び】

•愛知県において看多機の設置が進んでいない中、看多機について貴重な話を聞くことができて有意義な時間であった。

•事業所が少ないこと、職員が集まらないことなど、地域性がさまざまなあることがよくわかった。

•通いと泊まりが同じ職員で対応してもらえる事や、情報の共有などメリットがよくわかった。

•看多機の実践者やケアマネの方の話を聞くことで ぼんやりとした看多機の知識が深まった。

•初めて看多機というものを知った。

【病院・退院調整看護師の意見・感想】
•過去に看多機に新規依頼を試みたことがあるが、泊まり枠がないと断念した事があった。家で亡くなりたい患者に対して、看多機の事業所数は少ないと感じる。まだ実
際に看多機に繋げたことが無いため、退院先の第一候補として考える機会が殆どなかった。

本日のシンポジウムのお話を伺って、積極的に調整を試みたい。

•在宅退院を希望しても家族の介護力の問題やサービスの利用の限界があり在宅退院が叶わない方も多い。

私がいる市も看多機はありません。 今日の公演を聞き、県内の看多機の数の少なさに驚きました。看多機に対する理解が深まり、

住み慣れた在宅で生活できる方が増えればと思います。

•看多機にとても魅力を感じ利用したいと思いますが地域に看多機がないため、もっと増えることを願っている。

•急性期病院からの調整では機能としては看多機に繋ぐことで患者家族の安心と安全な生活維持に繋がりやすいが、ケアマネの変更など利用に至る敷居が

高い印象。ケアマネさんと患者家族との関係性もあり、なかなか有効的な連携が出来ない現状だが、今回の研修で患者さんの実際を知り、諦めるを諦めな

い関わりを病院からも繋いで行きたい。

•病院から送り出す際には、患者.家族に正しく説明して、丁寧に情報提供をしなければいけないと改めて感じた。

【看護師の役割認識】

•看護師としての役割拡大の必要性を実感した研修内容でした。

•患者さんの希望に沿った生き方、過ごし方を一緒に楽しんでいく事が出来るので看護師としてやりがいがある。

【要望・意見・今後の展望】

•自分の担当地区には当然看多機は存在せず、利用に向けて働きかけたことは一度もないが看多機のニーズが高まり設置が今後進んでいくことを期待した
い。

•利用者、家族が踏み慣れた住まいで馴染みのあるスタッフが関わることで在宅療養を継続できるのでは、と思っています。今後も制度上の動向をみながら検

討したいと思います。

•多様なサービスを可能とする看多機が機能するためには事業所内外の様々な主体との連携が前提になると思います。終末期を含む利用者へのサービス提

供にあたり在宅診療医からどんな支援が受けられるのかなども見えてくると参入支援につながるのでは思いました。

•以前から興味があり、地域で開設がないため目標としてきた。看多機開設に向け準備中であり指導をお願いしたい。

•医療安全面やクレームなどの面についても課題がないのかなど知りたい。

•今日は学んだことを学生に伝えていきたい。

•看多機は定員数が少ないので、利用したい時に空きがないことが多い。送迎範囲があるため、その地域に住んでいる人しか対象にならない。ケアマネ変更

になる。これらの理由から、なかなか利用にはつながらない。

•医療保険でも同一日に複数の訪問看護ステーションの訪問が算定出来るなど、サービスを充実できるように国などに働きかけて欲しい。

【企画・運営について】
•小森さんの看多機の紹介が素晴らしかった。

•人選も進行の仕方もとてもよかった。

•看多機事業者の声だけでなく、居宅介護支援事業所や病院の患者支援センターなど看多機の周辺事業者を巻き込んで開催する取組が優れていると感
じた。

•シンポジウムでは各分野からの意見を聞くことができ有意義だった。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

#23 看護の力 訪問看護総合支援センターの役割 

#24 看護の力 訪問看護の現場の課題 

#25 看護の力 訪問看護のやりがい 

#26 看護の力 看護小規模多機能型居宅介護とは？ 

#34 看護の力 訪問看護の取組み 

#44 看護の力 訪問看護と看護小規模多機能型居宅介護 

 

 

 
訪問看護に係る放送 



2022年度
看護小規模多機能型居宅介護の設置推進及び

相談支援体制構築に関する委託事業

青山 礼子

第54回日本看護学会学術集会 都道府県看護協会公募企画8:愛知県



日本看護学会
利益相反（COI）開示
発表者：［青山 礼子］

本演題の発表に関連し、申告すべき
COI関係にある企業などはありません。



出典：一般社団法人全国訪問看護事業協会
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１．事業目的
・看多機の開設希望者や行政、地域住民、関係職種等を対象に、看多機のサービス概

要や役割・機能等に関する情報提供を行い、開設に向けた支援につなげる。
・行政との連携を通して、都道府県看護協会による看多機に関する情報発信や設置推

進に向けた取り組みを強化する。

２．事業内容

1）市町村における看多機の設置に関する現状調査
2）訪問看護ステーション管理者への看多機開設に関する調査
3）委員会の設置と企画
4）シンポジウムの企画・実施
5）看多機事業者ネットワークづくり
6）看多機における相談支援
7）看多機周知事業

看護小規模多機能型居宅介護の設置推進及び
相談支援体制構築に関する委託事業



1．調査方法
1）調査目的: 愛知県内における看多機事業所の指定状況、第8期介護保険事

業計画における事業計画数、設置に係る補助金の有無等の把握
2）調査方法: 54市町村看多機担当者に自己作成質問紙を送付し記入後返信
2．調査結果 40市町村から回答（回答率75．9％）
1）看多機の整備計画の記載状況 2）看多機の計画なしの理由（複数回答）
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1．調査方法
1）調査目的: 愛知県内における看多機事業所の指定状況、第8期介護保険事

業計画における事業計画数、設置に係る補助金の有無等の把握
2）調査方法: 訪看管理者948名に自己作成質問紙を送付し記入後返信
2．調査結果 272の回答（回答率27.8％）
1）看多機の開設状況 2）看多機を開設しない理由（複数回答）
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1．目的
看護小規模多機能型居宅介護事業所の設置推進と普及啓発に向け、情報共有や課題

および今後の取組みを検討する
2．委員

病院退院調整者、ケアマネ、看多機管理者、訪看管理者、行政担当者 / 計7名
3．開催

年2回
4．会議内容

調査結果の報告、看多機開設・運営における課題の明確化
5．結果 現状の課題を共有（以下の４点）

行政:看多機の応募がない状況や補助金制度の周知不足
病院退院調整者:看多機事業所の少なさや看多機の認識不足
看多機開設予定者:人材確保、資金調達、多職種の人材育成
看多機管理者:看多機サービスの対価が他の地域密着サービスより安価

＊R5年度は第9期介護保険事業作成年であり、看多機設置推進の良い時期であり、
委託事業終了後も委員会を継続。



1．目的
看護小規模多機能居宅介護についての周知・普及を図る

2．対象
病院退院調整者、ケアマネジャー、看多機職員、訪看職員、行政担当者等

3．開催方法
会場参集及びオンライン（Zoom）によるハイブリット形式

4．内容
1）特別講演

「”看多機とは”創設の背景、制度の概要、サービスの動向」 日看協 田母神裕美氏
2）シンポジウム「住み慣れた地域での暮らしを支えるために」

看多機施設⾧ 、ケアマネ、 病院退院退院調整者、本年度看多機開設事業者 の
4名のシンポジスト

3)ディスカッション及び質疑応答
5．参加者

126名参加（対面22名 Zoom104名）
看護師71名 ケアマネ22名 看護教員5名 社会福祉士6名 その他22



90.4％

81.9％
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アンケート回収 83（回収率66％）

① ②

④③



1．目的
県内の看多機事業者の交流

2．対象
看多機管理者、看多機開設を検討している者

3．開催方法
会場参集

4．内容
1. 講演「私が看多機を開設した理由～Sの家誕生～ 」
2. グループワーク及び情報交換会 テーマ「看多機の現状と今後の課題」
3.グループワーク発表
5．参加者 23名
・看多機10事業所 16名（管理者6 看護師3 訪問管理者1 ケアマネ3

リハ1 その他2）
・訪看4事業所 6名（管理者2 看護師3 リハ1 ） ・その他1名



5．看多機交流会のまとめ

１．看多機に関しての認知度が低い
⇒利用者及びケアマネや退院調整者等へ

の周知
２．看多機の制度の理解や管理が難しい

①ロングステイ問題の捉え方
⇒管理者やリーダーの学習会の開催
②制度・報酬の理解
⇒行政等との交流会と研修会の開催

３．今後の看多機のネットワークがない
⇒交流会の継続・メーリングでの情報

交換

とても満足
12 名

やや満足
4 名

どちらでも
ない 1 名

講演についての満足度

グループワーク及び情報交換が
今後の事業展開に活かせるか

どちらでも
ない 1 名

NA 1

まあまあ
活かせる
6 名

活かせる
9 名

アンケートから n:17 交流会から得られた現状の課題と対策



1．目的
看多機事業所の開設および運営に関する相談支援を行う

2．対象
看多機管理者、看多機開設を検討している者

3．方法
看多機事業者や開設希望者への電話、メール、対面等での
相談

4．結果
相談件数は4件
相談内容は、開設相談、市町村職員より看多機制度につい
ての相談



1．目的
看護小規模多機能居宅介護についての周知・普及を図る

2．対象
県民、看護師、ケアマネ、病院退院調整者、訪看職員等

3．実施内容
1）A県看護協会ホームページに看多機推進事業について掲載
2）「A県看護協会たより」に看多機推進事業について掲載
3）A県訪問看護ステーション協議会会報誌「りあん」に看多機推

進事業について掲載
4）地元放送局『愛知県看護協会presents看護の力』にて

「知っていますか?看護小規模多機能!」を発信
5）市町村・訪看管理者への看多機調査結果をホームページに掲載
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1. 看多機の役割、制度などを知らない人が多い。
（ケアマネ・退院支援担当者も利用者に説明できていない）

2. 市町村の第8期計画に約6割が看多機整備計画の掲載が
なく、看多機のニーズがないと答えている。

3. 看多機を設置しない理由は夜勤体制も含むスタッフ確
保の問題が大きい。

4. 組織運営や設備面と利用者の確保で経営困難な面がある。



1.看多機の周知・普及
1）シンポジウムの開催

退院調整者・ケアマネへの参加促進
2）県民への周知事業

地区支部活動への参画

2.看多機の質の向上
1）交流会の開催

①行政からの看多機設置に関する情報提供
②行政からの制度・報酬についての説明と質疑
③看多機のネットワーク化

3．行政との連携
1）看多機に関しての課題等の解決に向けた提案・要望
2）行政からの情報等を看多機へ提供



ご清聴ありがとうございました
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２次医療圏 施設名 事業開始日 所在地 併設訪問看護ステーション 法人 法人等が実施する介護サービス

1 ナースケアホーム覚王山 2013/4/1
〒464-0826  名古屋市千種区川崎

町1丁目48番地
 ぬくケア覚王山訪問看護 株式会社ぬくもあ グループホーム覚王山、ぬくケアちくさ定期巡回ぬくケアちくさ・ぬくケア名北・ぬくケア名西

2 ナースケアホームアイリスちくさ内山 2012/7/1
〒464-0075 名古屋市千種区内山

二丁目13番16号

 ナースケアアイリスちくさ内

山、ちくさ病院訪問看護ステー

ション

医療法人豊隆会 住宅型有料老人ホーム アイリスちくさ内山、

3 よってたも～れ・ひょうたん山 2018/1/2
〒463-0061 名古屋市守山区東山

町16－21
訪問看護ステーション心結  ＮＰＯ法人介護サービスさくら住宅型有料老人ホーム ゆめみぐさ・ひょうたん山、小規模 よってたも～れさくら一番館、グループホーム悠々

名古屋西 4 セントケア看護小規模中川 2020/4/1
〒455-0846 名古屋市中川区打中

2-14
 訪問看護ステーション中川 セントケア中部株式会社 セントケア小規模多機能中川。あらこ

5 エンパシーホームライフケア神明 2020/10/1
〒458-0919 名古屋市緑区桶狭間

神明3701

訪問看護ステーション ライフケ

アナース神明
株式会社 エル・シー・エス デイサービスライフケア久方・岩倉、定期巡回・随時対応型ライフケアサポート名古屋、小規模多機能ホームライフケア岩倉・一つ山・山根

6
看護小規模多機能型居宅介護ぽぽのい

え
2022/1/4

〒458-0036 名古屋市緑区六田二

丁目142番地
訪問看護ステーションぽぽ 株式会社たんぽぽ ぽぽ調剤薬局

7 看護小規模多機能ホームわがや 2022/7/1
〒458-0902 名古屋市緑区有松三

丁目926番地
 訪問看護ステーションみなみ 南医療生活協同組合  ショートステイきままてんぐ苑、南医療生協かなめ病院デイケア、グループホームなも、  小規模ホームみんなのざいしょ

8 愛生複合型サービスセンター平安通 2020/4/1
〒462-0823 名古屋市北区東大曽

根上１丁目828番地
愛生訪問看護ステーション平安通 社会医療法人愛生会 住宅型有料老人ホーム  こもれびの家平安通

9 看多機かえりえ楠 2019/4/15
〒462-0012 名古屋市北区楠５丁

目424番地
やさしい手訪問看護かえりえ楠 株式会社やさしい手  やさしい手楠巡回訪問介護事業所

10
看護小規模多機能型居宅介護 ゆる

り・あ
2018/4/1

〒460-0012 名古屋市中区千代田

２丁目８番７号
訪問看護ステーションほたる 株式会社 ジェネラス  サ高住MOTETTO鶴舞公園、 デイサービス樂音・心音・暁音、 リハビリ・ショートねもころ、小規模ゆるり・あ

11 愛生複合型サービスセンター辻本通 2022/10/1
〒462-0861 名古屋市北区辻本通

2丁目38番地
なし 社会医療法人愛生会  総合上飯田第一病院、上飯田リハビリテーション病院通所リハビリテーション

海部 0

尾張中部 0

12 Pビレッジ⾧久手Ⅰ 2020/6/10 〒480-1345 ⾧久手市丸山7番地 なし
KKピーアンドピーコーポレー

ション
たんぽぽクリニック（協力医療機関）

13 なかよしホームらく 2021/4/1
〒489-0066 瀬戸市東横山町28番

地
なし 有限会社ナオ グループホームらく

14
看護小規模多機能型居宅介護事業所

ResT
2020/4/1

〒470-0162 愛知郡東郷町大字春

木字池田44-1

 訪問看護ステーション はなと

も
株式会社 ADEA

15 かんたき白鶴倶楽部 2020/4/1
〒491-0112 一宮市浅井町東浅井

字森下105番地1
愛恵訪問看護ステーション 社会福祉法人愛知慈恵会 小規模あかねぞら大黒・恵比須、 グループホーム田苑そよ風、地域密着型特別養護老人ホーム風の苑マグノリア等

16 看護小規模多機能ホームほほえみ開明 2021/4/1
〒494-0001 一宮市開明字郷中43

番
訪問看護ステーションほほえみ 医療法人　翔樹会 ほほえみ定期巡回ステーション、デイサービスほほえみIrisaki 、ショートステイほほえみOkucho

尾張北部 1 17 黒衣のかんたき 2020/5/1
〒485-0802 小牧市大草中111番

地
訪問看護ステーション黒衣 一般社団法人 黒衣

18
かんごしょうきぼたきのうほーむあり

わき
2021/4/1 〒475-0011 半田市稲穂町1-143 訪問看護ステーションコスモス 医療法人 宏友会 デイサービスセンターふれあい、老人保健施設ゆうゆうの里、 小規模多機能ホーム岩滑北浜、グループホーム阿久比

19 すみれの家 2017/10/1
〒475-0962 半田市岩滑高山町6

丁目16番地1
すみれ訪問看護ステーション 株式会社すみれ

西三河北部 1 20
看護小規模多機能型居宅介護ウェル

ビー
2022/9/1

〒470-0373 豊田市四郷町宮下河

原３８－３

西三河南部

東
1 21 看護小規模多機能型居宅介護りいふ 2020/4/1

〒444-0874 岡崎市竜美中2丁目

1-2
訪問看護ステーションつむぐ 株式会社ウチエト

22
看護小規模多機能型居宅介護 こころ

くばり
2018/4/1

〒446-0073 安城市篠目町竜田

155番
訪問看護こころくばり 社会福祉法人相志会 グループホームこころくばり、地密型特養ホームこころくばり、ショートステイ

23 三河すみれ看護小規模多機能 2021/7/1
〒445-0023 西尾市高河原町中川

原1-1
西尾すみれ訪問看護ステーション アイビーメディカル株式会社  竹谷すみれ小規模多機能、すみれレンタルセンター、すみれケアプランセンター西尾

24 新三河すみれ看護小規模多機能 2023/4/1
〒445-0024 西尾市大和田町下新

田28-5
三河すみれ訪問看護ステーション アイビーメディカル株式会社 すみれレンタルセンター、すみれケアプランセンター西尾

東三河北部 0

25
気の里看護小規模多機能居宅介護「つ

むぎのて」
2015/6/8

〒441-3103 豊橋市雲谷町字上ノ

山113番地の２

気の里訪問看護ステーション ノ

ウタス

有限会社ナーシングホーム気の

里
ナーシングホーム気の里、 レスパイトハウス気の里、気の里ディサービス クラ･ヴィブ

26 複合型サービスあいち 2015/5/1 〒441-8034 豊橋市松村町51
愛知クリニック訪問看護ステー

ション
医療法人有心会 グループホームあいちの森

27 介護看護多機能サービスみゆき 2013/9/1
〒441-8113 豊橋市西幸町字笠松

85番地

穂の国訪問看護ステーションみゆ

き
医療法人信愛会 グループホームみゆき、デイサービスセンターみかんの樹、介護老人保健施設おとわの杜等

28 ケアサポートセンター輝楽苑 2017/4/1
〒441-0311 豊川市御津町御馬浜

田148
訪問看護ステーション輝楽苑 社会福祉法人 寿宝会  グループホーム輝楽苑、 御津町デイサービスセンター一晃、定期巡回ステーション真寿苑、 特別養護老人ホーム真寿苑。一晃、 ケアハウス一晃

29 介護看護多機能サービスマチニワ 2016/1/1
〒442-0884 豊川市光明町一丁目

19番地の10

穂の国訪問看護ステーション マ

チニワ
医療法人信愛会 デイケアセンターマチニワ、介護老人保健施設おとわの杜、デイケアセンターマチニワ

30
看護小規模多機能型居宅介護 ラ・サ

ンテ
2014/2/1

〒442-0863 豊川市平尾町折地

35-4
なし 介護付有料老人ホームシニアヴィラパトリ、 小規模多機能 ホワイエ、ケアサポートセンター ウェルネス
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愛知県内看多機所在一覧地図                 2023.12.更新  
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